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共同購入を利用することで、さまざまな「良いこと」につながっていきます。
それはみんなの健康であり、自然環境保全であり、国内自給率を高める（生産者を支援する）ことです。

一人ひとりが共同購入を利用することが、これらを促進する第一歩となるのです。
自分の暮らし、そして子どもたちの未来のためにも、共同購入を続けて、この良さを大ぜいの人に知らせましょう。

仲間が増えることで、もっともっと「良いこと」いっぱいになります！ （山下）
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買い物に行かなくても安心安全な食材
を自宅まで届けてもらえるので、Co2
削減にも貢献。時間の使い方や生活ス
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タイルが変化します。 エネルギ
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使いません
食べ る 「私たち」と顔の見える関係の
生産者。私たちが食べ続けることで、
作り続けることができます。適正価格
で安定供給につながり、国内自給率を
高め ることにもつながり ます。
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生産者と私たちは顔が見える信頼関係で
つながっています

牛乳の
キャップは
ゴミ袋に再生

繰り返し使う「リュー スびん」

2015年国連で採択された「持続可能な開発目標SDGs：誰ひとり置き去りに
しない」未来の ために、私たちができ ることに取り組んでいます。
私たちの共同購入事業は、8つの開発目標につながっています。
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3．すべての人に健康と福祉を
7．エネルギーをみんなにそしてクリーンに
9．産業と技術革新の基盤をつくろう

園図曰置茸言言：策を

11．住み続けられるまちづくりを

| おり 一ぶさんとカコさんの相談室'’ 無口な同居人 A ヵコさんのお答え
同居 人とは夫のこと。子どもたちが独立して、気が付けば 社会参加もされ、家事にも協力的。言葉数は少ないかもしれませ

何十年ぶりの2人の生活。ステイホームが長引き（もともとス んが、決して不機嫌で自己中心的ではないこ主人。きっとこ主人は
テイホームですが）夫は無口でしゃべらないということに改 とても居心地良く曰々を過こしておられるのでしょうね。無□な人
めて気が付きました。食事中でも 「いただきます」・モグモグ・ を喋らせることは、お喋りな人を少し抑えることより困難かも・・。苦
「おいしい？新しい消費材よ」 「ふー ん、おいしいよ」会話が弾 手なことを望まれるとストレスになることはこ存知と思います。改
みません。サークル活動をしていて、家事も協力的です。普通 めて気付かれたとのことですが、今度はこ主人の持ち味の良い面に
のことでも、しゃべって笑い合えたらもっと楽しくなると思う 改めて気付 くように、こ自分の気持ちを持って行かれたら如何でし
のです。無□な夫にしゃべらせるのはどうしたらよいでしょ ょうか。それと並行してお二人で一緒にでき ることを探してみてく
うか。 （間もなく70(-\:;になる夫婦です） ださい。簡単なことで、例えばこ近所の散歩から始めても良いと思
※相談室へのご相談（ばうェるびイ ー編業室まであ寄せください。 います。共通の話題が生まれるでしょう。

ロ ／ ロ






